
 

 

青森県と弘前大学のがん対策連携シンポジウム 

 

１．趣  旨 

 青森県は、がんの罹患率及び死亡率が全国より高く、特に働き盛り世代の死亡率の高さが喫緊の

課題となっている。 

 この課題克服には、がん死亡率を減少させる国際的要件である科学的根拠を前提とし、精度管理

によりそれを高い質で行う検診事業への転換が必要である。このため、市町村が行うがん検診事業

の実施方針を示し、青森県、市町村、検診実施機関及び関係機関が共通認識の下で、青森県民に対

して科学的根拠に基づく適切で質の高いがん検診を提供することにより、がんの死亡率を減少させ

ることを目的として、「青森県におけるがん検診事業の実施に関する要綱」を令和 4 年 3 月 23 日

に策定した。 

 この要綱に基づき、現在、各種事業を展開しているが、あらためて科学的根拠に基づくがん検診

の必要性について知識・理解を深めてもらうことを目的として、県内の医療機関及び検診機関等の

医療従事者、並びに行政のがん検診担当者を対象とするシンポジウムを開催する。 

 

２．日  時  2024（令和 6）年 1月 21日（日）13:00～15:00 

 

３．会  場  弘前大学創立 50周年記念会館みちのくホール 

       （青森県弘前市文京町 1番地 弘前大学文京町キャンパス内） 

 

４．内  容 

  【第１部】13:00～14:15 

       テーマ：青森県と弘前大学のがん対策連携シンポジウム 

―青森県から日本一のがん対策・がん検診を目指して― 

            登壇者  宮下宗一郎 青森県知事 

                 福田 眞作 弘前大学長 

                 斎藤  博 青森県がん検診管理指導監 

            司 会  高木 伸也 青森県医師会長 

 

  【第２部】14:25～15:00 

       フロアとの意見交換 

            司 会  橋本 恭男 弘前大学理事（社会連携担当）・副学長 

 

５．対 象 者  青森県内の医療機関及び検診機関の医療従事者、行政のがん検診担当者 

 

６．定  員  200名 

 

７．参 加 料  無料 

 

８．申込方法  以下の QRコード又は URLより弘前大学社会連携部へ申込みください。 

        (URL) https://forms.office.com/r/NaNij7kgAS 

 

９．主  催  弘前大学地域創生本部／青森県 

 


